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Googleカーや自動車メーカは公道で自動運転を実施

昨今の防災意識の高まりにより、位置情報を利用
した様々な素晴らしいアプリケーションが現れる

自動運転までいかなくても、高精度な位置及び周囲情報
を収集できる車両プラットフォームは重要ではないか

高精度測位ソフトの改良にも使える（2010年）

性能は良いが
導入コスト****万？

100万円くらいで販売できれば
自治体等での利用が進むのでは？
いきなりコンシューマでの精密位置
利用はないか？
→研究室で試作版を開発！

衛星の利用判断

わずかな起伏もとらえることができる（20Hz）

試作機の概観

高精度測位のオープンな実験環境も整いつつある

大学間でのCORSネットワーク
CORSは基準点ネットワークのこと

現在、東大本郷、駒場、慶応大日吉、海洋大越中島
キャンパスのデータは無料で誰でも利用可能！
タイやフィリピンへも今年度中に設置

→誰でもリアルタイムでRTK-GNSSができる

インターネットを介して観測データ配信

Communication Link

移動局
基準局

何ができるのか？

右上へ

結果例：都市部で数cm級精度のリアルタイム標高を生成

海洋大－新宿の往復

都市部でも99%以上の信頼性のRTKソフトを開発！
現在・近未来はマルチGNSSの恩恵が極めて大きい

80%以上FIX


